
「木造
もくぞう

獅子頭
ししがしら

」  町指定有形文化財（彫刻） 

 

所在地：大字坂城（坂城神社）  所有者：坂城神社  指定：昭和 59年 10 月 1日 

 

 桐材
きりざい

で布
ぬの

下地
し た じ

朱
しゅ

漆
うるし

彩色
さいしき

でしたが、彩色は殆
ほと

んど剥落
はくらく

しています。頭部面部上顎
あご

を一材で彫り出し、

下顎は底部を矧
はぎ

合わせとしています。 

 頭部頂上左右に耳を矧
は

ぎ立てていましたが、欠失して耳の挿
さし

込
こ

み枘
ほぞ

穴を残します。眼は瞳孔
どうこう

を穿
うが

つこ

となく、鼻孔
び こ う

をあけて演技者が外部を見ることができるようにしてあります。大きな頭部から面部が突

き出て、低平型と縦型の中間形式で、巻髪
まきがみ

を毛筋
け す じ

彫
ぼり

にするなど、古様の獅子頭で、銘文
めいぶん

はありませんが、

手法等から室町時代の制作と見ることができます。 

 

 高さ 31.2 ㎝  面幅 35.2 ㎝  面奥 36.0 ㎝  材の厚み 1.8～2.5 ㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


